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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 8,502 ― △89 ― △122 ― 795 ―

23年3月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 848百万円 （―％） 23年3月期第3四半期 ―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 17.86 ―

23年3月期第3四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 18,148 7,079 39.0
23年3月期 ― ― ―

（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  7,079百万円 23年3月期  ―百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― ― ― ― ―

24年3月期 ― ― ―

24年3月期（予想） 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,500 ― 190 ― 150 ― 50 ― 1.20



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料P.3「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
・当社は、平成23年４月１日に株式会社ハネックスと日本ゼニスパイプ株式会社が経営統合し、両社を完全子会社とする共同持株会社として設立されました。こ
の結果、当連結会計年度が第1期となるため、前期実績及び前年四半期実績はありません。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 46,184,502 株 23年3月期 ― 株

② 期末自己株式数 24年3月期3Q 5,142,088 株 23年3月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 44,557,363 株 23年3月期3Q ― 株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災による落ち込みから夏場にかけて持ち
直したものの、欧州債務問題の世界経済への波及や円高の長期化に加え、タイの洪水の影響などから輸出
が伸び悩み、回復基調は大きく鈍化いたしました。 
 このような状況下、当社グループは、東日本の復興に向けて被害状況の調査とその対策を提案すると共
に、従来より取り組んできた雨水排水や地震対策などの都市防災・ライフラインの再構築関連分野や、落
石防護柵等の防災関連分野に注力してまいりました結果、連結売上高は8,502百万円となりました。 
 利益面につきましては、震災関連として落石防護柵の需要増や製造量の増加による原価低減効果等があ
ったものの、コンクリート製品に関しては、年度前半の落ち込みをカバーしつつある中で全体としての出
荷が大きく伸びるという状況にはなく、連結営業損失89百万円、連結経常損失122百万円となりました。
また、特別利益として経営統合に伴う負ののれん発生益918百万円を計上した結果、連結四半期純利益は
795百万円となりました。 
 なお、当社は本年４月１日に経営統合により設立された持株会社であり、当連結会計年度が第１期とな
るため、前期実績及び前年同四半期実績はありません。従って、前年同期比の表示は記載しておりませ
ん。 
  
セグメント業績を示すと、次のとおりであります。 

（コンクリート等製品事業） 
   ① 円形マンホール「ユニホール」やヒューム管等遠心力締固めコンクリート製品につきまして

は、ガラス繊維鉄筋コンクリート管「セミシールドパイプSSP」など一部製品の価格が比較的堅
調であったものの、全体的には需要の減少が大きかったことに加え販売価格も弱含みに推移し、
売上高は3,553百万円となりました。 

   ② ボックスカルバート等振動締固めコンクリート製品につきましては、主要な雨水排水管路であ
る「SJ－BOX」及びエレベーター部材「ラクシス」が好調に推移し、売上高は1,492百万円となり
ました。 

   ③ 防災製品につきましては、斜面防災用の「PUC受圧板」の他、「MJネット」や「ループフェン
ス」等の落石防護柵が震災関連需要もあり増加するなど堅調に推移し、売上高は637百万円とな
りました。 

 その他、商品売上1,694百万円を合わせまして、当第３四半期連結累計期間におけるコンクリート
等製品事業の売上高は7,377百万円、営業利益は260百万円となりました。 

（セラミック事業） 
 セラミック事業につきましては、比較的堅調に推移し、売上高は729百万円、営業利益は77百万円
となりました。 

（工事事業） 
 工事事業につきましては、コンクリート製品の据付工事及び防災工事共に伸びず、売上高は196百
万円、営業損失は46百万円となりました。 

（その他事業） 
 その他事業につきましては、工事資材事業が堅調に推移したものの、RFID事業が震災に伴う 
投資計画の先送りなどの動きから伸び悩み、売上高は198百万円、営業損失は14百万円となりまし
た。 

なお、当社グループの売上高は、通常の営業形態として上半期（第１四半期及び第２四半期）に比べ下
半期（第３四半期及び第４四半期）における出荷高の割合が大きいため、連結会計年度の上半期と下半期
の売上高に相当の相違があり、その結果、上半期と下半期の業績に季節的変動があります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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（資産） 
当第３四半期連結会計期間末における総資産は18,148百万円となりました。うち、流動資産は

9,683百万円、固定資産は8,465百万円であります。 
流動資産の主な内容といたしましては、現金及び預金2,409百万円、受取手形及び売掛金4,582百

万円、商品及び製品2,208百万円であります。 
固定資産の主な内容といたしましては、有形固定資産7,572百万円、投資その他の資産751百万円

であります。 
（負債） 

当第３四半期連結会計期間末における総負債は11,069百万円となりました。うち、流動負債は
6,615百万円、固定負債は4,453百万円であります。 
流動負債の主な内容といたしましては、支払手形及び買掛金2,580百万円、短期借入金2,539百万

円であります。 
固定負債の主な内容といたしましては、長期借入金2,083百万円、退職給付引当金976百万円であ

ります。 
（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は7,079百万円となりました。なお、自己資本比率
は39.0％、１株当たり純資産額は172.50円となりました。 

  

本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき予想しました結果、平成23年８月10日に発表し
ました業績予想値に変更はありません。 
なお、実際の業績につきましては、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

  

該当事項はありません。 

当社は、平成23年４月１日に株式会社ハネックスと日本ゼニスパイプ株式会社が経営統合し、両社を
完全子会社とする共同持株会社として設立されました。当連結会計年度が第１期となるため、該当事項
はありません。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,409,605

受取手形及び売掛金 4,582,933

未成工事支出金 26,652

商品及び製品 2,208,147

仕掛品 104,800

原材料及び貯蔵品 265,645

その他 160,032

貸倒引当金 △74,283

流動資産合計 9,683,533

固定資産

有形固定資産

土地 5,055,501

その他（純額） 2,517,076

有形固定資産合計 7,572,577

無形固定資産

のれん 67,002

その他 74,493

無形固定資産合計 141,495

投資その他の資産

その他 881,649

貸倒引当金 △130,482

投資その他の資産合計 751,167

固定資産合計 8,465,240

資産合計 18,148,774

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,580,052

短期借入金 2,539,092

1年内返済予定の長期借入金 728,592

1年内償還予定の社債 120,000

未払法人税等 25,648

賞与引当金 17,721

その他 604,748

流動負債合計 6,615,853

固定負債

社債 20,000

長期借入金 2,083,400

退職給付引当金 976,365

役員退職慰労引当金 178,320

負ののれん 57,196

その他 1,138,021

固定負債合計 4,453,304

負債合計 11,069,158
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,000,000

資本剰余金 500,000

利益剰余金 3,641,995

自己株式 △383,499

株主資本合計 5,758,496

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,319

繰延ヘッジ損益 △2,727

土地再評価差額金 1,313,528

その他の包括利益累計額合計 1,321,120

純資産合計 7,079,616

負債純資産合計 18,148,774
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第３四半期連結累計期間

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

売上高 8,502,593

売上原価 6,920,269

売上総利益 1,582,323

販売費及び一般管理費 1,671,472

営業損失（△） △89,149

営業外収益

受取利息 773

受取配当金 14,247

持分法による投資利益 15,781

負ののれん償却額 9,031

貸倒引当金戻入額 6,049

その他 80,923

営業外収益合計 126,807

営業外費用

支払利息 116,445

創立費償却 15,390

その他 28,752

営業外費用合計 160,587

経常損失（△） △122,929

特別利益

負ののれん発生益 918,038

その他 63,007

特別利益合計 981,046

特別損失

固定資産売却損 10,554

たな卸資産評価損 20,741

過年度退職給付費用 11,799

その他 8,173

特別損失合計 51,268

税金等調整前四半期純利益 806,847

法人税、住民税及び事業税 29,209

法人税等調整額 △18,198

法人税等合計 11,010

少数株主損益調整前四半期純利益 795,837

四半期純利益 795,837
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四半期連結包括利益計算書
第３四半期連結累計期間

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 795,837

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △32,041

繰延ヘッジ損益 7,161

土地再評価差額金 77,276

その他の包括利益合計 52,395

四半期包括利益 848,232

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 848,232

少数株主に係る四半期包括利益 －
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該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

 当社は、平成23年４月１日に株式会社ハネックスと日本ゼニスパイプ株式会社が経営統合し、両社
を完全子会社とする共同持株会社として設立されました。この結果、当第３四半期連結累計期間末に
おいて資本金は20億円、資本剰余金は５億円、利益剰余金は3,641百万円、自己株式△383百万円とな
っております。なお、発行済株式数は46,184千株となっております。 

  

 平成23年12月２日に「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部
を改正する法律」（平成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施する
ために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年法律第117号）が公布され、平成24年４月
１日以降開始する事業年度より法人税率が変更されることとなりました。これに伴い、繰延税金資産
及び繰延税金負債の計算に使用される法定実効税率は、一時差異等に係る解消時期に応じて以下のと
おりとなります。 

  

平成24年３月31日まで  41.8% 
平成24年４月１日から平成27年３月31日  39.20% 
平成27年４月１日以降  36.90% 

  

 この税率変更により、繰延税金負債の金額は11百万円の減少、法人税等は10百万円の減少、その他
有価証券評価差額金は１百万円の増加となっております。また、再評価に係る繰延税金負債が77百万
円減少し、土地再評価差額金が同額増加しております。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）追加情報

（６）重要な後発事象

当第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日）

 当社は、平成24年１月11日開催の取締役会において、当社を株式交換完全親会社とし、羽田コンクリート工

業株式会社（以下、「羽田コンクリート工業」という）を株式交換完全子会社とする株式交換（以下、「本株

式交換」という）を行うことを決議し、同日付で株式交換契約を締結いたしました。

 １．当該株式交換の目的

 両社は、いずれもコンクリート二次製品業界に属しておりますが、当社が、関東・中部・関西圏におい

て生産及び営業拠点を有し、マンホールやボックス類などの下水道管路を主体とする事業展開を行ってい

るほか、セラミック事業や防災製品事業なども手掛けているのに対し、羽田コンクリート工業は、東日本

を中心に生産及び営業拠点を有し、下水道管路のほか宅造用・道路用・農業用・鉄道用などのコンクリー

ト製品を幅広く手掛けております。 

 コンクリート二次製品業界は、公共事業の抑制や下水道普及率の向上による総需要の減少傾向から依然

として厳しい経営環境下にありますが、一方で、近年、ゲリラ型集中豪雨対策・下水道管路の老朽化・耐

震化対策など新たな社会的要請が提起され、新製品の開発や新しい技術の提供が求められるなど当業界を

巡る状況は大きく変化しつつあります。 

 このような基本認識の下で、当社は、株式会社ハネックス（以下「ハネックス」という）と日本ゼニス

パイプ株式会社（以下「日本ゼニスパイプ」という）が平成23年４月１日に経営統合して発足し、既に中

部地区の生産拠点を統合するなど、経営統合の実は挙がりつつありますが、当業界を巡る状況が加速度を

増して大きく変化している中では、より広範な企業提携・再編が必要と判断し、平成23年10月28日に羽田

コンクリート工業と「経営統合を視野に入れた包括的業務提携」を行ないました。 

 以来、両社において営業・生産・技術開発などあらゆる分野での連携について協議を行なってまいりま

したが、一枚岩となった経営戦略の下で、両グループの経営資源や製品・技術開発力を融合し、グループ

シナジーと収益の極大化を図ることが最良の選択と判断し、株式交換契約締結に至りました。
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 ２．本株式交換の方法、株式交換に係る割当ての内容

(1)本株式交換の方法

 当社を完全親会社、羽田コンクリート工業を完全子会社とする株式交換になります。本株式交換

は、羽田コンクリート工業では平成24年２月９日開催の臨時株主総会において承認決議され、当社に

ついては、会社法第796条第３項の規定に基づく簡易株式交換の手続きにより、株主総会の承認を得ず

に行っております。なお、効力発生日は平成24年４月１日の予定です。ただし、本株式交換に係る手

続進行上の必要性その他の事由により、必要な場合は両社協議の上、変更することがあります。 

(2)本株式交換に係る割当ての内容

ゼニス羽田
（完全親会社）

羽田コンクリート工業
（完全子会社）

本株式交換に係る割当ての内容
(株式交換比率)

1 0.92

（注1）株式の割当

羽田コンクリート工業の株式１株に対して、当社の株式0.92株を割当交付いたします。ただし、

算定の基礎となる諸条件に重大な変動が生じた場合には、両社協議の上、変更することがありま

す。 

当社は、羽田コンクリート工業の株式 700,000株（11.5％）を保有しておりますが、本株式交換

による株式の割当ては行いません。

（注2）株式交換により交付する株式数

割当交付する株式は、当社の保有する自己株式（普通株式）4,248,928株を充当し、新株式は発

行いたしません。 

上記の本株式交換により交付する株式数は、平成23年12月31日時点における羽田コンクリート工

業の普通株式の発行済株式数（6,098,400株）、羽田コンクリート工業が保有する自己株式数

（780,000株）に基づいて算出されており、反対株主の株式買取請求等の適法な事由によって羽

田コンクリート工業が取得することとなる自己株式の消却を行うこと等の理由により今後修正さ

れる可能性があります。なお、羽田コンクリート工業は、本株式交換の効力発生日までに、それ

までに取得し保有する自己株式の全てを消却する予定です。

（注3）単元未満株式の取扱い

本株式交換にともない、当社の単元未満株式（100株未満の株式）を所有することとなる羽田コ

ンクリート工業の株主の皆様におかれましては、取引所市場において単元未満株式を売却するこ

とは出来ません。当社の単元未満株式を所有することとなる株主の皆様におかれましては、当社

に対して以下の制度をご利用いただくことができます。

・単元未満株式の買取請求制度（100株未満の株式の売却） 

会社法第192条第１項の規定に基づき、単元未満株主が当社に対してその保有する単元未満株式

を買取ることを請求することができる制度です。

・単元未満株式の売渡請求制度（100株への買増し） 

会社法第194条第１項及び定款の定めに基づき、当社の単元未満株式を保有する株主の皆様が、

その保有する単元未満株式の数と併せて1単元（100株）となる数の株式を当社から買い増すこと

を請求することができる制度です。

（注4）１株に満たない端数の取扱い

本株式交換にともない、１株に満たない端数が生じた場合には、会社法第234条の規定に従い、

１株に満たない端数部分に応じた金額をお支払いいたします。

 ３．本株式交換に係る割当ての内容（株式交換比率）の算定根拠

(1)算定の基礎

 当社は、本株式交換に用いられる株式交換比率の算定にあたって公平性・妥当性を期すため株式会

社キャピタル・ストラテジー・コンサルティング（以下「ＣＳＣ」という）を第三者算定機関として

選定し、株式交換比率の算定を依頼しました。 

 ＣＳＣは、当社については、平成23年12月22日を基準日とし、基準日終値及び基準日より過去1ヶ

月、3ヶ月、6ヶ月間の終値の単純平均による市場株価法で、羽田コンクリート工業についてはディス

カウンテッド・キャッシュ・フロー法（以下「ＤＣＦ法」という）・類似会社比準法・取引事例法に

よる分析を行い、株式交換比率を算定しております。ＣＳＣによる算定結果の概要は以下のとおりで

あります。なお、当社は、ＣＳＣからフェアネス・オピニオンを取得しておりません。

 

評価方法
株式交換比率

ゼニス羽田 羽田コンクリート工業

市場株価法
ＤＣＦ法

類似会社比準法 
取引事例法

１： 0.45～1.46
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(2)算定の経緯

 当社と羽田コンクリート工業は、第三者による算定結果を参考に慎重に検討し、両社の財務状況、

業績動向等その他の要因を含め協議・検討の結果、上記２(2)の株式交換比率が妥当であり、両社株主

の利益に資するものであると判断し、株式交換契約の締結に至りました。

(3)算定機関との関係

当社の第三者算定機関であるＣＳＣは、当社及び羽田コンクリート工業から独立しており関連当事者

には該当せず、本株式交換に関して記載すべき重要な利害関係を有しておりません。

 ４．本株式交換の後の株式交換完全親会社となる会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、

純資産の額、総資産の額及び事業の内容

 

商号 ゼニス羽田株式会社 （英訳名：HANEDA ZENITH Co.,Ltd.）

本店の所在地 東京都新宿区西新宿一丁目22番２号

代表者の氏名 代表取締役会長 中 野 輝 雄

代表取締役社長 塩 見 昌 紀

資本金の額 2,000百万円

純資産の額 未定

総資産の額 未定

事業の内容
コンクリート二次製品製造等を行う子会社等の経営管理及びそれに付帯又は関連
する事業
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